

































































































一 九月九日 天気能 例年通り 田中明神ノ祭礼一社一傳式相調 恒例の神事相努也。
神主越前守 社人織江 同織居 同浪江 助門人六吉 助人長作 助人火ノ又兵二



































晴山神楽保存会所蔵（2017 年 4 月 筆者撮影）
写真 3 晴山神楽 宝冠
晴山神楽保存会所蔵（2017 年 4 月 筆者撮影）
写真 4 軽石神楽誓約書・神文




前六番：鶏卵舞 白翁舞 黒叟舞 四弓舞 榊舞 野槌舞（現在は磐戸開き）
後六番：俳優舞 岩戸開舞 蛇退治舞 悪心退治舞 天降舞 朝敵退治舞
またこれに，権現舞の惣調を加えて，以下の「八拍子之事」としている（12）。
八拍子之事 宮調 商調 角調 微調 羽調 半微 半商 惣調（権現舞）
一方，岳神楽・大償神楽は，式舞（必ず最初に舞う六番）として，以下のように舞う。
式舞：鳥舞 翁舞（白翁） 三番叟（黒翁の舞） 八幡舞山の神舞・岩戸開き






















写真 5 晴山神楽 横川瀬平の図


























治 31 年「斎部流神楽本式」，明治 41（1908）年・昭和 2（1927）年・昭和 7（1932）年の「神文


















































































⑴ 「猿沢峠山伏神楽」『岩手県の民俗芸能』岩手県教育委員会編 2011 年所収 18 頁 野口法印流神楽が
東和町晴山から奥州市，大東町と県南に伝播している様子を示している。
⑵ 『岩手の民俗芸能 山伏神楽篇』岩手県教育委員会編 1962 年 12 頁引用
⑶ 東日本ハウス文化振興事業団編『民俗ノート第 2号 鴨沢神楽狂言集 附 神楽言立集』1994 年 111 頁
～112 頁引用。忌部兼春創出「斎部秘伝神楽本記」についての出典は不明。
⑷ 森口多里『岩手の民俗芸能』岩手県教育委員会編 1962 年 12 頁引用
⑸ 菅原盛一郎『日本之芸能早池峰流山伏神楽』東和町教育委員会 214-215 頁引用
⑹ 忌部斎部流神楽は「本式倭舞三番 大神楽日本舞四番 天岩屋大神楽七番のことであってこれは寛永の
ころ鹿島神宮卯第宮司則広が大償内の宝乗院に伝えたもの。」と説明される。
内堀神楽の詳細は不明。田中神社は早池峰山の遥拝所。




⑼ 大迫町史編纂委員会編『大迫町史教育・文化篇』1983 年 267 頁⑽ 前掲⑽273 頁－275 頁参照。







本田安次『本田安次著作集 日本の伝統芸能 第 5巻 山伏神楽・番楽』錦正社 1994
千葉正平『鴨沢神楽の伝承と由来』1980 年
東日本ハウス文化振興事業団編『民俗芸能ノート第 1号』1993 年
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